
識別コード ２２L０４１１ 訓練コース番号

訓練科名

訓練期間 令和４年４月１日（金）～令和６年３月２９日（金）

訓練実施校名

所在地

電話番号 ０７２－２６２－１０９４ 受付時間

選考試験日

試験科目

入 校 に 必 要 な
最 終 学 歴

【最寄り駅からの地図】

　　　　　　　（土日祝）１０：００～／１３：３０～／１５：３０～

ZOOMを使用したオンライン説明会も同時開催します。ご希望の方はホームページ

（https://www.nansen.ac.jp/）または、公式LINE（＠nankaifukushi）からお申込みください。

備考

原則登校になりますが、緊急事態宣言などでオンライン訓練を実施する場合、

受講に必要な備品（パソコンもしくはスマートフォン、モバイルルーター、アプリケーション等）

は自己負担となります。

３月７日（月）

個人面接

高等学校卒業資格もしくは同等資格以上

最寄り駅
南海本線　北助松駅（徒歩１０分・１．０Km）

ＪＲ阪和線　北信太駅（徒歩３０分、自転車１５分・距離３．０km）

開催時間：（平日）１０：００～／１３：３０～／１５：３０～／１９：３０～

訓練コース内容

5-04-27-207-05-0113

南海福祉看護専門学校

大阪府高石市千代田６－１２－５３

９：００～１８：００

長期高度人材育成コース（保育士養成コース）（２年）

　　１５（火）、１７（木）

２／４（金）、５（土）、６（日）、７（月）、９（水）、１１（金祝）、１２（土）、１３（日）

事前説明会日時



（長期高度人材育成コース）                                           ２２L０４１１

訓練科名

訓練目標

仕上がり像

訓練概要

領域 形態 時　間
講義 30
演習 60
演習 60
講義 15
実技 45
講義 30
講義 30
講義 30
講義 30
講義 30
講義 30
講義 30
講義 30
講義 30
演習 30
講義 30
演習 60
演習 30
講義 30
演習 30
演習 30
演習 30
演習 30
演習 30
演習 120
講義 60
演習 30
演習 60
演習 30
演習 30
演習 60
演習 120
演習 30
演習 30
演習 60
実習 80
実習 80
演習 60
実習 80
演習 30

総合演習 演習 60
講義 30
講義 3
講義 3
演習 8
演習 6
演習 2

　 訓練時間総合計 1882 時間

学科 1581 時間 実技 285 時間 就職支援 16 時間

教養科目

人権教育 保育教育、幼児教育の現場における人権教育
情報技術 PC操作の基礎知識及び技術を身に付ける

 委託訓練カリキュラム
保育士養成コース（２年） 就職先の

職務・仕
事

保育士
施設指導員訓練期間

令和４年４月１日～
令和６年３月２９日（２４か月）

基礎教養講座 基礎学力・基礎教養を身に付ける
体育講義 運動の効果・応急処置
体育実技 様々な運動やスポーツの実践

指定保育士養成施設において、保育士養成課程を中心に、講義、演習、実技及び実習に
より、保育に関する専門的知識と技術を習得する。

保育士資格（国家資格）を有する専門的な人材として、保育所や児童福祉施設等において
正職員として就職して活躍できる人材。

本校は、実技や演習授業に多くの時間を費やしている。特にピアノ演習は５名から８名の訓練生に１
名のピアノ教員が担当する。指定規則で定められた保育士資格取得に必要な座学も現場経験豊富
な教員が担当し、臨場感ある講義をしている。また社会福祉法人立である本校は、同法人にて幼保
連携型認定こども園を５園運営しており、そのうち１園は学校と同敷地内にある。施設実習や就職指
導でも連携しており、有意義な学習活動ができる。

科　　　　目 科目の内容

保育の本質・
目的に関す
る科目

保育原理 保育の基本と保育内容・方法
教育原理 保育の意義・教育実践の基礎理論
子ども家庭福祉 児童家庭福祉のサービスの現状と課題
社会福祉 社会福祉と社会保障
子ども家庭支援論

子どもの理解と援助 子どもの理解に基づく援助の具体的な方法
子どもの保健 子どもの心と身体の健康と保健の意義
子どもの食と栄養 小児期の栄養・食物の知識、日本の食文化

保育士が行う相談等の子ども家庭支援の意義・基本
社会的養護Ⅰ 社会的養護の意義と変遷
保育者論 子どもの理解を深めるための手段と方法
保育の心理学 保育の実践にかかわる心理学
子ども家庭支援の心理学 生涯発達と初期経験の重要性

カウンセリング カウンセリングの基本的な技法

保育の内容・
方法に関す

る科目

保育の計画と評価 保育課程・教育課程の編成
保育内容総論 保育内容について実践から学ぶ
健康 子どもの健康づくりのための指導実践
人間関係

保育の対象
の理解に関
する科目

乳児保育Ⅰ・Ⅱ 乳児保育の意義・目的と役割
子どもの健康と安全 健康と安全に必要な基礎知識と基本技術
障害児保育 障がい児の理解や支援の方法

保育内容における人間関係
環境 子どもにとっての環境
言葉 乳幼児の言葉の発達過程
表現Ⅰ・Ⅱ 乳幼児期における人との関わりの発達

音楽表現Ⅰ・Ⅱ ピアノの弾き歌いの基礎と応用
身体表現 リズム体操・創作活動
言語表現 子どもの発達に合わせた遊び・絵本

社会的養護Ⅱ 子どもの権利・家庭や社会のあり方
子育て支援 保護者支援の理論と技術
造形表現Ⅰ・Ⅱ 保育者に必要な「描く」「折る」「切る」

レクリエーション実技 レクリエーションダンス・ニュースポーツ

保育実習

保育所実習Ⅰ 保育所での実習
施設実習Ⅰ 施設での実習
保育実習指導Ⅰ 保育所実習前の事前指導
保育所実習Ⅱ・施設実習Ⅱ 選択実習
保育実習指導Ⅱ 実習記録・指導案の書き方
保育実践演習 保育者の専門性を学ぶ

その他科目
卒業研究 卒業論文の作成、発表
働くことの基本ルール（必須） 働くときの基礎知識
安全衛生（必須） 保育所での安全衛生

就職支援
学内・学外就職ガイダンス 社会福祉施設の就職ガイダンス
ビジネスマナー 履歴書の書き方・スーツマナー・面接練習
就職講習会 卒業生の就職に関する講演会


